






It was towards the beginning of 1940s that Bebop was at its peak with many leading figures appear-
ing, such as Charlie Parker as a uncleous. The following is a glimpse on their motives and subsequent
activities under the surrounding conditions in those days.


























翌 1943 年パーカー、ディジー・ガレスピー（Gillespie, Dizzy）、サラー・ヴォーン（Vaughan,
Sarah）がアール・ハインズ（Hines, Earl）の楽団に加入した。また同年、デューク・エリン





スピーは「ショー・ナフ Shaw Nuff」、「ホット・ハウス Hot House」をレコーディングした。


















さて、チャーリー・パーカーによって 1947 年 10 月 28 日に録音された「エンブレイサブ






















（Dorsey, Jimmy）、スタン・ケントン（Kenton, Stan）、ウディ・ハーマン（Herman, Woody）
などの多くの一流ビッグバンドに加わっていた。しかし 1946 年 7 月、彼自身の楽団として









1952 年に録音された「スタン・ゲッツ・プレイズ Stan Getz Plays」、また「ティズ・オー
タム ’Tis Autumn」「スターズ・フェル・オン・アラバマ Stars Fell On Alabama」などのバラ
ードでは、豊かな叙情性を示し、かたや「ザ・ウェイ・ユー・ルック・トウナイト The Way



















音技法にも似た旋律様式をも示している。最初の 3小節における 2本のサクソフォーンの 2声でひとつの
まとまりと考えられ、オクターヴを作る 12 の半音のすべてを使用して作られている。彼らの演奏の信じ
難い速さと完璧なユニゾンは、まさに前例のない、恐ろしいほどの妙技である。リズムの設計と構成もま
























1949 年 1 月に演奏したマイルス・デイビス楽団のレコードがキャピトルの LPアルバムと
して再発売されたが、まさに「クールの誕生」といった題名の通りの事実が繰り広げられて
いった。
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ダッド・ダメロンの主な作品
「イフ・ユー・クッド・シー・ミー・ナウ If You Could See Me Now」、「ホット・
ハウス Hot House」、「アワー・ディライト Our Delight」、「オン・ナ・ミスティー・

















































































































1967 年 2 月にコルトレーンはレコーディングを行ったが、その後全く突然に彼はこの世
を去り、これが彼の最後のレコーディングとなった。



















いるのは、1957 年から 60 年にかけてマイルスがコロンビア社から出したレコードの数々で
はなかろうか。
なかでも秀逸なのは、ギル・エバンス（Evans, Gil）とのコンビで出した「スケッチ・オ
ブ・スペイン Sketch of Spain」、「ポギーとベス Porgy and Bess」、「クワイエット・ナイツ
Quiet Nights」、「マイルス・アヘッドMiles Ahead」等である。
それ以前、1951 年から 56 年にかけて様々なレコード会社より出されたレコードは、マイ
ルスが自分の好みで選び出した、最高のミュージシャンとの共作であり、「ディグ Dig」、
「グリーンヘイズ Green Haze」、「バグズ・グルーブ Bag’s Groove」、「オレオ Oleo」、「ドキシ
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